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有明海奥部の表層では塩分成層が継続しています。

有明海奥部の底層では小潮期（7月28～31日）に貧酸素が継続しましたが、北寄り

の風の影響で溶存酸素の低下は緩やかでした。

現在、大潮（5～9日）となり、北寄りの風の影響も加わり、貧酸素は回復していま

す。


